
4
月
22
日
（
日
）
、

心
配
さ
れ
た
天
気
も

何
の
そ
の
、
晴
天
と

は
行
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
予
定
通
り
、

「
第
13
回
世
直
し
だ

い
こ
ん
行
進
」
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
雇
用
と

暮
ら
し
を
守
ろ
う
！
」

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
●
消
費
税
増
税

反
対
！
●
社
会
保

障
の
拡
充
！
●
原

発
や
め
ろ
、
東
電

は
保
障
せ
よ
！
●

東
日
本
大
震
災
の

復
興
！
●
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
を
や
め
ろ
！
●

憲
法
9
条
を
守
ろ

う
！
の
6
本
を
掲
げ
、
練
馬
、
大

泉
、
平
和
台
、
光
が
丘
周
回
の
4

コ
ー
ス
か
ら
、
集
結
集
会
の
会
場

で
あ
る
、
光
が
丘
春
の
風
公
園
を

目
指
し
て
、
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い

ま
し
た
。

各
コ
ー
ス
の
先
頭
に
は
、
街
宣
車

が
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、
「
賃
上

げ
で
雇
用
を
守
ろ
う
！
」
「
社
会

保
障
の
改
悪
は
許
さ
な
い
ぞ
！
」

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
不
当
解
雇
撤
回
し

ろ
！
」
な
ど
力
強
く
コ
ー
ル
し
ま

し
た
。
そ
の
後
を
、
練
馬
、
光
が

丘
、
大
泉
の
各
コ
ー
ス
で
は
、
荒

馬
座
の
元
気
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
太

鼓
、
賑
や
か
に
響
き
渡
る
半
鐘
、

そ
し
て
、
祭
囃
子
に
は
欠
か
せ
な

い
、
す
る
ど
い
横
笛
の
音
が
、
隊

列
を
先
導
し
、
平
和
台
コ
ー
ス
は
、

お
馴
染
み
の
江
戸
屋
小
春
さ
ん
率

い
る
チ
ン
ド
ン
が
、
昔
懐
か
し
い

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
音
と
、
絶
妙
に

絡
み
合
う
太
鼓
と
半
鐘
の
音
で
、

パ
レ
ー
ド
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

隊
列
の
面
々
は
、
様
々

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
、
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
沿
道
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
特
に
、
練
馬
大
根
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
や
、
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
マ
ン
な
ど
反
原
発
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
、
メ
イ
ド
さ
ん
に

扮
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
目
を
引

き
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
参
加
者

は
、
「
安
心
で
き
る
年
金
を
保
証

し
ろ
！
」
「
上
が
っ
て
ほ
し
い
手

間
賃
、
下
が
っ
て
ほ
し
い
消
費
税
！
」

「
保
育
園
職
場
の
民
間
委
託

反
対
！
無
責
任
な
民
営
化
反

対
！
」
な
ど
身
近
な
問
題
を

訴
え
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
に

は
子
ど
も
た
ち
も
加
わ
り
、

「
消
費
税
増
税
反
対
！
」
或

い
は
、
「
社
会
保
障
の
拡
充
」

と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持
ち
、
男
の
子
は
得
意
そ
う
な
顔

つ
き
で
、
女
の
子
は
真
剣
な
表
情

を
浮
か
べ
て
行
進
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
方
々
は
、
「
が
ん
ば
れ
〜
！
」

「
俺
も
そ
う
思
っ
て
る
よ
！
」

「
し
っ
か
り
歩
け
！
応
援
し
て
る

ぞ
」
な
ど
、
声
援
を
送
っ
て
く
れ

ま
す
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
参
加
者
が
地

元
の
方
々
に
、
区
民
の
要
求
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

パ
レ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地

元
住
民
と
一
体
感
を
作
っ
て
い
け

る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

集
結
集
会
で
は
、
荒
馬
座
の
演

奏
に
始
ま
り
、
練
馬
区
労
協
の
高

橋
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
、
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
開
会
挨
拶
を

し
、
続
い
て
東
京
春
闘
共
闘
会
議

議
長
の
伊
藤
潤
一
さ
ん
が
、
「
厳

し
い
情
勢
の
中
一
致
団
結
、
協
力
・

共
同
し
最
後
ま
で
闘
い
抜
き
ま
し
ょ

う
」
と
会
場
を
埋
め
た
参
加
者
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
日

本
共
産
党
か
ら
も
ご
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。

闘
い
の
報
告
は
、
練
馬
社
保
協
、

東
京
土
建
練
馬
支
部
、
練
馬
区
職

労
、
練
馬
平
和
委
員
会
か
ら
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
、
お
ま
ち
か
ね
の
仮
装
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
表
彰
が
、
練
馬

春
闘
共
闘
事
務
局
長
の
松
沢
さ
ん

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
会
場
は
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
集
会
ア
ピ
ー
ル
は
、
東
京

芸
術
座
の
小
田
原
さ
ん
に
よ
り
読

み
上
げ
ら
れ
、
日
本
の
未
来
と
平

和
を
守
る
た
め
、
こ
の
正
念
場
を
、

区
民
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
闘

い
抜
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
都
教
組
練
馬
支
部
の
佐

藤
先
生
に
よ
り
、
参
加
者
全
員
で

「
団
結
頑
張
ろ
う
」
を
三
唱
し
、

集
会
は
大
成
功
し
ま
し
た
。

練馬労連主催平和ツアー
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日時：6/30（土）～7/1（日）
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（１）２０１２年５月１１日 ねりまろうれん 第142号

今
こ
そ
世
直
し

負
け
て
た
ま
る
か
！

見事に並んだ要求の浮かんだ大根！

要求実現に向けて力を合わせよう！

雇用と暮らしを守ろう！
世直し

集

結
集
会
に
は
６
０

０
人
が
到
着

！

絶
対
反
対
！

人
の
い
の
ち
を
奪
う
政
策

消
費
税
増
税

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革

子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

年
金
受
給
年
齢
の
引
き
上
げ

原
発
推
進

な
ど



5
月
1
日
、
消
費
税
増
税
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
税
と
社
会
保
障

の
一
体
改
革
、
子
ど
も
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
弱
い
も
の

い
じ
め
の
政
策
ば
か
り
が
出
さ

れ
る
な
か
、
第
83
回
メ
ー
デ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
全
体
で
、
2
万
1
千
人
と
の

主
催
者
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

練
馬
春
闘
共
闘
か
ら
の
参
加

者
は
、
石
原
都
政
が
都
庁
労
働

者
・
教
員
の
メ
ー
デ
ー
参
加
職

免
を
つ
い
に
取
り
上
げ
た
こ
と

も
あ
り
、
参
加
者
の
数
は
激
減

し
30
名
を
下
ま
わ
る
ほ
ど
と
な

り
ま
し
た
。
私
達
は
今
こ
そ
、

こ
の
厳
し
い
現
実
を
し
っ
か
り

と
、
受
け
止
め
、
先
輩
達
が
、

命
を
か
け
て
勝
ち
取
っ
て
き
た

我
々
の
権
利
を
取
り
返
す
た
め

に
、
今
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、

共
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

（２）２０１２年５月１１日 ねりまろうれん 第１４２号

練馬からの参加者の皆さんは笑顔全開でした

2012.5.1

今
こ
そ
憲
法
の
出
番

憲
法
１
３
条
【
個
人
の
尊
重
・
幸
福
追
求
権
】

す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
福

追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限

り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。

憲
法
２
５
条
【
生
存
権
】

①
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利

を
有
す
る
。

②
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
お

よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
記
の
見
出
し
と
憲
法
条
文
の
紹
介

は
、
東
京
新
聞
５
月
３
日
号
の
一
面

で
す
。
「
被
災
地

幸
福
追
求
・
生
存

権
ど
こ
へ
」
「
原
発
は
違
憲
」
と
の

見
出
し
も
躍
っ
て
い
ま
す
。

情
勢
は
大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
し
く
憲
法
の
原
点
に
戻
っ
て
、

私
た
ち
労
働
者
＝
「
主
権
者
」
を
尊

重
す
る
政
治
を
実
現
し
て
こ
そ
ま
っ

と
う
な
社
会
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
！

「 憲法と 相容れない現 実 」こそ変革を！

4
月
28
日

沖
縄
デ
ー

1952年4月28日安保条約締結で沖縄が米軍統

治下に。沖縄に基地負担を押しつける「安保

条約」は憲法と相容れない！野田政権は、

「日米共同声明」を沖縄の頭越しに締結。

「動的防衛協力」に踏み出す危険な動きにス

トップを。

５
月
１
日

メ
ー
デ
ー

労働者の権利は守られているのか。都労連

傘下の組合は、今年から「メーデー職免」が

剥奪。そのためか練馬隊列は、大きく減少。

労働者の権利を尊重しない政治は、憲法と相

容れない！それを押し返すためにも、練馬労

連の大きな前進を！

５
月
３
日

憲
法
記
念
日

練馬駅前での「リレートーク」そして日比谷

公会堂での憲法集会。雨天にも関わらず、26

00人の参加。「原発と憲法は両立しえない」

ことが参加者の新たな認識になりました。憲

法は政権への「命令書」。これを逆転させる

改憲の動きに要警戒、反対の取り組みを！

５
月
５
日

子
ど
も
の
日

この日は、歴史的な「子どもの日」となりま

した。北海道泊原発がトマリ、原発“稼働ゼ

ロ”が実現！練馬駅前で「さよなら原発・キャ

ンドルナイト」にのべ400人。「稼働ゼロ」

から「原発ゼロ」へ新たなスタートの日とな

りました！




